


　

平
成
31
年
３
月
18
日
、
徳
島
県
と
四
国

森
林
管
理
局
は
「
林
野
災
害
時
等
に
お
け

る
ド
ロ
ー
ン
の
利
活
用
に
関
す
る
協
定
」

を
締
結
し
ま
し
た
。
こ
の
協
定
に
基
づ
き
、

梅
雨
期
や
台
風
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
る
前
の

令
和
元
年
６
月
５
日
に
、災
害
対
応
の
「
迅

速
化
」
と
「
円
滑
化
」
に
向
け
、
徳
島
県
、

四
国
森
林
管
理
局
、
徳
島
森
林
管
理
署
、

上
勝
町
、
山
地
防
災
ヘ
ル
パ
ー
20
名
が
徳

島
県
勝
浦
郡
上
勝
町
の
民
有
林
で
発
生
し

た
山
地
災
害
箇
所
で
、
山
地
災
害
を
想
定

し
た
「
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
災
害
時
情

報
収
集
訓
練
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
取
組
は
、
３
月
18
日
に
締
結
し
た

協
定
の
キ
ッ
ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
実

施
し
た
も
の
で
す
。

　

訓
練
の
内
容
は
、

・
上
勝
町
内
で
山
地
災
害
が
発
生

・�

徳
島
県
の
山
地
防
災
ヘ
ル
パ
ー
か
ら
上

勝
町
役
場
へ
山
地
災
害
発
生
の
連
絡

・�

上
勝
町
役
場
か
ら
徳
島
県
森
林
整
備
課

へ
山
地
災
害
発
生
の
連
絡

・�

徳
島
県
森
林
整
備
課
か
ら
徳
島
森
林
管

理
署
へ
災
害
調
査
依
頼
の
連
絡

・�

徳
島
森
林
管
理
署
が
ド
ロ
ー
ン
の
手
動

飛
行
（
ラ
イ
ブ
配
信
）、
自
動
飛
行
に
よ

り
災
害
調
査

　

現
地
で
は
、
飛
行
中
の
画
像
を
モ
ニ

タ
ー
に
ミ
ラ
ー
リ
ン
グ
さ
せ
、
参
加
者
が

視
聴

　

徳
島
県
庁
で
は
、
庁
内
に
設
置
さ
れ
た

災
害
対
策
本
部
で
、
ラ
イ
ブ
配
信
さ
れ
た

映
像
を
視
聴

・�

徳
島
森
林
管
理
署
が
帰
署
後
、
ド
ロ
ー

ン
の
飛
行
デ
ー
タ
を
解
析
し
、
オ
ル
ソ

画
像
及
び
平
面
図
等
を
作
成
し
、
徳
島

訓
練
開
始
の
挨
拶
（
徳
島
県
森
林
整
備
課
）



県
森
林
整
備
課
へ
提
供
と
い
っ
た
手
順

で
す
。

　

こ
れ
ま
で
徳
島
森
林
管
理
署
は
、
職
員

に
よ
る
ド
ロ
ー
ン
の
飛
行
訓
練
は
実
施
し

て
き
ま
し
た
が
、
今
回
の
訓
練
の
よ
う
に
、

災
害
が
発
生
し
た
際
に
、
被
災
地
の
状
況

を
災
害
対
策
本
部
な
ど
へ
ラ
イ
ブ
配
信
す

る
と
い
う
取
組
と
、
自
動
飛
行
デ
ー
タ
を

も
と
に
オ
ル
ソ
化
及
び
図
面
等
の
作
成
提

供
を
行
う
取
組
は
初
め
て
の
試
み
で
す
。

　

マ
ス
コ
ミ
の
関
心
も
高
く
、
当
日
は
Ｎ

Ｈ
Ｋ
徳
島
、
徳
島
新
聞
社
、
建
通
新
聞
社

か
ら
取
材
が
あ
り
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
記
事
が
掲
載
さ
れ
る
と
と
も

に
、
夕
方
の
徳
島
地
域
の
ニ
ュ
ー
ス
で
も

放
送
さ
れ
、
ま
た
、
徳
島
新
聞
で
は
、
朝

刊
に
記
事
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

 
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
感
想
は
、
ド
ロ
ー

ン
の
飛
行
映
像
を
モ
ニ
タ
ー
で
見
て
、『
画

像
の
ぶ
れ
も
な
く
、
鮮
明
に
見
る
こ
と
が

出
来
た
』、『
ラ
イ
ブ
配
信
映
像
は
、
多
少

の
タ
イ
ム
ラ
グ
は
あ
る
が
、
現
地
が
よ
く

分
か
る
映
像
で
あ
っ
た
』
、
『
自
動
飛
行

な
ど
、
ド
ロ
ー
ン
に
つ
い
て
県
の
職
員
等

と
こ
れ
か
ら
も
勉
強
会
を
実
施
し
て
い
き

た
い
』
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

今
回
の
訓
練
は
、
徳
島
県
に
お
け
る
ラ

イ
ブ
配
信
な
ど
の
新
た
な
技
術
を
取
り
入

れ
た
内
容
で
し
た
が
、
参
加
者
か
ら
は
と

て
も
高
評
価
を
得
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
ド
ロ
ー
ン
を
利
活
用
す
る
こ
と
で
安

全
か
つ
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
作
業
が
出
来

る
の
で
、
引
き
続
き
訓
練
の
成
果
を
生
か

し
、
迅
速
で
効
率
的
な
災
害
対
応
に
努
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ラ
イ
ブ
配
信
映
像
の
確
認

ド
ロ
ー
ン
の
飛
行
映
像
を
モ
ニ
タ
ー
で
確
認



西
条
市
と
の
「
災
害
対
応
措

置
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結

〈
愛
媛
森
林
管
理
署
〉

　

５
月
28
日
、
愛
媛
森
林
管
理
署
は
、
愛

媛
県
西
条
市
と
「
災
害
対
応
措
置
に
関
す

る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

愛
媛
署
で
は
、
地
域
の
森
林
・
林
業
に

つ
い
て
の
課
題
解
決
や
地
元
経
済
の
振
興

の
た
め
「
お
役
に
た
て
る
国
有
林
」
と
し

て
、
ド
ロ
ー
ン
技
術
講
習
会
の
開
催
や
、

石
鎚
山
系
で
の
保
護
員
を
配
置
し
て
の
パ

ト
ロ
ー
ル
等
様
々
な
取
組
を
行
っ
て
来
ま

し
た
。

　

そ
う
し
た
中
、
昨
年
の
豪
雨
災
害
を
契

機
に
、
災
害
に
備
え
て
双
方
が
よ
り
緊
密

に
連
携
し
、
迅
速
か
つ
効
果
的
な
対
応
を

行
う
こ
と
を
目
的
に
協
定
を
締
結
す
る
運

び
と
な
り
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
自
然
災
害
等
が
発
生
し
た
際

各地のたより 目次
『西条市との「災害対応措置に関
する協定」を締結

長年の活動の功績に林野庁長官
より表彰

那賀高校森林クリエイト科への森林
環境教育も４年目に突入しました

タワーヤーダ実演会に国有林の
フィールドを提供

三嶺の森の再生を目指しボランティア等に
よるシカ防護ネット等の設置を行いました

滑床渓谷で森林や植物などにつ
いて学ぶ

市町村林務担当者研修を終えて

に
、
署
員
が
ド
ロ
ー
ン
な
ど
を
用
い
て
、

国
有
林
に
留
ま
ら
ず
周
辺
地
域
の
被
災
状

況
に
つ
い
て
把
握
し
、
西
条
市
に
報
告
す

る
こ
と
や
、
被
災
地
域
に
お
け
る
緊
急
連

絡
支
援
、
更
に
は
復
旧
に
向
け
た
計
画
づ

く
り
・
調
査
へ
の
協
力
な
ど
様
々
な
事
態

に
対
応
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

締
結
式
で
は
、
ご
臨
席
い
た
だ
い
た
愛

媛
県
東
予
地
方
局
の
馬
越
史
朗
局
長
か
ら

「
協
定
を
機
に
一
層
連
携
を
深
め
、
地
域
の

防
災
・
減
災
力
の
強
化
と
林
業
振
興
に
よ

る
地
域
活
性
化
に
取
り
組
ま
れ
ま
す
よ
う

ご
祈
念
し
ま
す
」
と
の
祝
辞
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

玉
井
敏
久
西
条
市
長
は
、「
昨
年
度
末
に

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
を
行
っ
た
と
こ

ろ
、
協
定
締
結
に
よ
り
、
万
が
一
の
場
合

に
、
迅
速
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
る
の

で
あ
り
が
た
い
」
と
話
さ
れ
、
間
島
重
道

愛
媛
署
長
か
ら
は
、「
昨
年
の
豪
雨
災
害
な

署
名
を
終
え
て
（
左
か
ら
馬
越
局
長
、
玉
井

市
長
、
間
島
愛
媛
署
長
、
江
坂
業
務
管
理
官
）

協
定
の
経
緯
・
趣
旨
を
説
明
す
る
永
野
愛

媛
署
次
長

長
年
の
活
動
の
功
績
に

　
林
野
庁
長
官
よ
り
表
彰

〈
徳
島
森
林
管
理
署
〉

　

６
月
２
日
、
徳
島
勤
労
者
山
岳
連
盟
主

催
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
登
山
が
、

剣
山
の
見
ノ
越
駐
車
場
か
ら
山
頂
ま
で
の

登
山
道
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

勤
労
者
山
岳
連
盟
で
は
、
毎
年
６
月
第

１
日
曜
日
に
恒
例
と
な
っ
て
い
る
剣
山
ク

リ
ー
ン
ハ
イ
ク
を
行
っ
て
お
り
、
今
年
で

45
回
を
迎
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
近
年
で
は
剣
山
周
辺
の
シ
カ
食

害
の
防
護
柵
設
置
に
も
ご
協
力
頂
い
て
お

り
、
長
年
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
功
績

に
つ
い
て
、
今
年
度
、
林
野
庁
長
官
か
ら

「
国
民
の
森
林
づ
く
り
推
進
功
労
者
」
と
し

て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
清
掃
活
動
に
先
立
ち
、
徳
島

ど
災
害
の
頻
度
が
増
し
て
お
り
、
平
時
の

備
え
が
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
西
条

市
と
の
連
携
を
密
に
し
て
い
き
た
い
」
と

述
べ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
協
定
に
沿
っ
て
、
双
方
の
職

員
が
一
緒
に
山
に
出
向
き
、
現
地
の
状
況

や
具
体
的
な
手
順
を
確
認
す
る
な
ど
の
作

業
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
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5

森
林
管
理
署
長
か
ら
そ
の
長
年
の
功
績
に
つ

い
て
会
員
の
皆
様
へ
の
御
礼
と
と
も
に
連
盟

会
長
に
感
謝
状
の
贈
呈
を
行
い
ま
し
た
。

署長より感謝状の贈呈会員の皆様と感謝状の贈呈記念撮影

　

当
日
は
、
あ
い
に
く
小
雨
の
降
る
天
気

で
し
た
が
、
勤
労
者
山
岳
連
盟
の
会
員
80

名
と
徳
島
署
職
員
５
名
の
総
勢
85
名
に
よ

り
、
見
ノ
越
周
辺
か
ら
山
頂
ま
で
の
歩
道

を
手
分
け
し
な
が
ら
清
掃
活
動
を
行
い
ま

し
た
。

　

近
年
、
登
山
者
の
マ
ナ
ー
は
向
上
し
、
登

山
道
周
辺
の
ゴ
ミ
は
少
な
く
な
っ
た
も
の

の
、
避
難
小
屋
の
廃
材
等
の
撤
去
も
含
め
約

１
６
０
㎏
も
の
ゴ
ミ
が
回
収
で
き
ま
し
た
。

　

会
員
の
皆
様
、
清
掃
活
動
ど
う
も
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

出
発
前
状
況

回収されたゴミの状況

那
賀
高
校
森
林
ク
リ
エ
イ
ト

科
へ
の
森
林
環
境
教
育
も
４

年
目
に
突
入
し
ま
し
た

〈
徳
島
森
林
管
理
署
〉

　

徳
島
県
那
賀
郡
那
賀
町
に
あ
る
徳
島
県

立
那
賀
高
校
に
平
成
28
年
４
月
に
「
森
林

ク
リ
エ
イ
ト
科
」
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
を

機
に
、
徳
島
森
林
管
理
署
で
は
、
専
門
教

科
を
補
完
す
る
分
野
に
つ
い
て
森
林
環
境

　

次
回
、
秋
に
は
勤
労
者
山
岳
連
盟
に
よ

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
シ
カ
防
護
柵
の
補
修

作
業
も
予
定
し
て
お
り
、
徳
島
森
林
管
理

署
で
は
各
種
団
体
等
と
連
携
・
協
力
し
な

が
ら
様
々
な
活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

教
育(

出
前
講
座)

を
継
続
し
て
行
っ
て

い
ま
す
。

　

森
林
環
境
教
育
は
各
学
年
１
学
期
に
１

回
（
年
３
回
）
の
ペ
ー
ス
で
、
卒
業
す
る

ま
で
に
全
部
で
９
回
の
森
林
環
境
教
育
を

行
い
ま
す
。

　

５
月
29
日
の
１
年
生
20
名
へ
の
森
林
環

境
教
育
で
は
、「
森
林
の
種
類
」
を
テ
ー
マ

に
行
い
ま
し
た
。
４
月
に
入
学
し
て
学
び

始
め
た
ば
か
り
の
１
年
生
は
、
こ
れ
ま
で

深
く
接
す
る
機
会
の
な
か
っ
た
森
林
に
つ

い
て
の
説
明
内
容
に
興
味
深
く
真
剣
に
聴

い
て
い
ま
し
た
。

　

徳
島
森
林
管
理
署
で
は
、
こ
れ
ま
で
の

単
発
的
な
森
林
環
境
教
育
に
加
え
、
平
成

28
年
度
か
ら
那
賀
高
校
森
林
ク
リ
エ
イ
ト

科
を
対
象
に
継
続
し
た
森
林
環
境
教
育
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
こ
の
形
式
で
行署長による講義

グリーン四国№ 1191



う
こ
と
に
よ
り
幅

広
い
分
野
に
つ
い

て
系
統
的
な
講
義

を
行
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
見

直
し
な
ど
を
随
時

行
う
こ
と
で
、
那

賀
高
校
の
ニ
ー
ズ

に
合
っ
た
森
林
環

境
教
育
に
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

グリーン四国№ 1191
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ふれあい担当者による講義

聴講する１年生

タ
ワ
ー
ヤ
ー
ダ
実
演
会
に
国

有
林
の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
提
供

〈
香
川
森
林
管
理
事
務
所
〉

　

四
国
森
林
管
理
局
・
香
川
森
林
管
理

事
務
所
で
は
、
林
業
の
生
産
性
向
上
と

コ
ス
ト
縮
減
を
図
る
観
点
か
ら
高
性
能
林

業
機
械
の
普
及
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
立
木
販
売
の
皆

伐
箇
所
に
お
い
て
、
伐
採
作
業
を
請
負
っ

て
い
る
美
馬
森
林
組
合
か
ら
購
入
し
た
タ

ワ
ー
ヤ
ー
ダ
の
実
演
会
を
実
施
し
た
い
と

の
申
出
が
あ
り
、
５
月
22
日
、
ま
ん
の
う

町
の
奈
良
ノ
木
国
有
林
に
お
い
て
「
タ

■那賀高校森林クリエイト科カリキュラム

ワ
ー
ヤ
ー
ダ
実
演
会
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

現
地
の
実
演
会
で
は
、
徳
島
県
を
中
心

に
近
隣
森
林
組
合
等
の
林
業
関
係
者
約
50

名
が
参
加
し
、
ま
ず
、
施
業
地
の
概
要
及

び
、
最
先
端
の
３
ケ
ー
ブ
ル
式
タ
ワ
ー

ヤ
ー
ダ
（
フ
ァ
ル
コ
ン
）
の
概
要
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、実
際
に
タ
ワ
ー

ヤ
ー
ダ
に
よ
る
集
材
作
業
の
実
演
、
林
道

上
で
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
に
よ
る
玉
切
の
実
演

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

タ
ワ
ー
ヤ
ー
ダ
に
よ
る
集
材
は
、
玉
掛

け
に
オ
ー
ト
チ
ョ
ー
カ
ー
を
用
い
、
集
材

機
の
操
作
を
リ
モ
コ
ン
で
行
う
こ
と
に
よ

り
、
集
材
作
業
を
一
人
で
行
な
え
る
た
め

省
力
化
が
図
ら
れ
、
林
道
上
だ
け
で
は
な

く
、
３
ｍ
の
森
林
作
業
道
へ
も
入
っ
て
い

け
る
こ
と
か
ら
集
材
場
所
の
選
択
範
囲
が

広
が
り
ま
す
。

　

香
川
森
林
管
理
事
務
所
で
は
、
今
後
も

関
係
者
と
連
携
し
な
が
ら
高
性
能
林
業
機

械
等
の
普
及
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

高性能林業機械（タワーヤーダ）

タワーヤーダによる集材の様子

プ
ロ
セ
ッ
サ
へ
の
荷
下
ろ
し
の
様
子
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三
嶺
の
森
の
再
生
を
目
指
し

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
に
よ
る
シ

カ
防
護
ネ
ッ
ト
等
の
設
置
を

行
い
ま
し
た〈

高
知
中
部
森
林
管
理
署
〉

　

去
る
５
月
25
日
、
五
月
晴
れ
の
下
、
高

知
中
部
森
林
管
理
署
と
「
三
嶺
の
森
を
ま

も
る
み
ん
な
の
会
」
の
主
催
に
よ
り
、
三

嶺
山
系
の
西
熊
山
国
有
林
35
林
班
（
通
称

「
カ
ヤ
ハ
ゲ
西
尾
根
」・「
さ
お
り
が
原
」）

周
辺
に
お
い
て
、
植
生
回
復
と
森
の
再
生

を
目
的
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
シ
カ

食
害
防
護
ネ
ッ
ト
設
置
、
補
修
及
び
ラ
ス

巻
き
作
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
平
成
19
年
度
か
ら
実
施

し
て
お
り
、
今
回
ま
で
33
回
を
数
え
、
延

べ
３
千
５
百
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加

い
た
だ
い
て
い
る
息
の
長
い
活
動
と
し
て

定
着
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
登
山
口
か
ら
現
地
ま
で
徒
歩

で
片
道
約
１
時
間
半
の
行
程
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
親
子
連
れ
の
参
加
者
を
始
め
、
高

知
県
、
香
美
市
、
Ｊ
Ａ
高
知
の
職
員
を
含

め
た
87
名
の
一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加

い
た
だ
き
、
四
国
森
林
管
理
局
・
高
知
中

部
森
林
管
理
署
職
員
25
名
を
合
わ
せ
、
総

勢
１
１
２
名
で
の
作
業
と
な
り
ま
し
た
。

　

現
地
に
到
着
し
た
参
加
者
は
、
登
山
の

疲
れ
を
も
の
と
も
せ
ず
二
箇
所
に
分
か

れ
、
当
署
職
員
等
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、

「
カ
ヤ
ハ
ゲ
西
尾
根
」
の
班
は
防
護
ネ
ッ

ト
約
50
ｍ
の
新
設
及
び
補
修
を
行
い
、「
さ

お
り
が
原
」
周
辺
の
班
は
ラ
ス
巻
き
新
設
、

補
修
に
よ
る
単
木
保
護
を
５
５
８
本
実
施

し
ま
し
た
。

　

今
回
の
参
加
者
全
員
が
「
カ
ヤ
ハ
ゲ
西
尾

根
」・「
さ
お
り
が
原
」
周
辺
の
植
生
が
少
し

ず
つ
回
復
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き

た
こ
と
に
よ
り
、
今
ま
で
の
活
動
の
成
果
を

実
感
い
た
だ
い
た
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
多
く
の
方
々
と
協
力
し
な
が

ら
、
シ
カ
の
食
害
か
ら
三
嶺
の
森
を
守
る

活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

滑な
め
と
こ
け
い
こ
く

床
渓
谷
で
森
林
や
植
物

な
ど
に
つ
い
て
学
ぶ

〈
四
万
十
川
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
〉

　

愛
媛
県
松
野
町
立
松
野
東
小
学
校
全
校

児
童
25
名
を
対
象
に
、
足
摺
宇
和
海
国
立
公

園
内
の
滑
床
渓
谷
で
、
森
林
や
木
に
関
す

る
様
々
な
体
験
学
習
（
学
校
行
事
名
、
森
と

も
登
山
）
を
５
月
21
日
に
実
施
し
ま
し
た
。

　

前
日
の
雨
で
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た

が
、
当
日
は
す
っ
か
り
天
候
も
回
復
し
晴
天

の
な
か
で
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

当
初
の
予
定
で
は
午
前
中
に
登
山
で

し
た
が
、
雨
の
影
響
が
無
い
か
学
校
と

セ
ン
タ
ー
で
渓
谷
の
遊
歩
道
を
確
認
し
て

か
ら
行
う
こ
と
と
し
、
午
前
の
部
と
午
後

の
部
を
入
れ
替
え
て
木
工
ク
ラ
フ
ト
製
作

か
ら
行
い
ま
し
た
。
滑
床
ア
ウ
ト
ド
ア
セ

ン
タ
ー
万
年
荘
内
と
広
場
で
、
フ
ァ
ル
カ

タ
材
（
桐
の
代
用
品
）
を
使
っ
た
犬
や
カ

エ
ル
の
携
帯
ス
ト
ラ
ッ
プ
、
ヒ
メ
シ
ャ
ラ

の
輪
切
り
を
使
っ
た
カ
ニ
の
キ
ー
ホ
ル

ダ
ー
、
サ
ク
ラ
や
ミ
ズ
メ
の
輪
切
り
小
枝

等
を
使
っ
た
自
由
製
作
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
が
作
り
た
い
物
を
決
め
て
木
工
ク
ラ
フ

ト
作
り
に
挑
戦
し
、
カ
ブ
ト
ム
シ
や
フ
ク

ロ
ウ
、
木
の
鉛
筆
な
ど
の
作
品
を
全
員
が

複
数
個
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　

次
に
、
緑
地
広
場
で
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー

ム
「
カ
モ
フ
ラ
ー
ジ
ュ(

生
き
物
た
ち
の
中

に
は
、
周
囲
の
木
の
葉
や
幹
と
同
じ
色
を
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し
て
、
敵
か
ら
身
を
守
っ
て
い
る
も
の
が

い
ま
す
。
テ
ー
プ
に
沿
っ
て
置
い
た
い
く

つ
か
の
人
工
物
を
探
し
出
す
ゲ
ー
ム)

」
を

行
い
、
全
員
が
２
周
ず
つ
探
し
終
わ
る
と

全
部
見
つ
け
た
児
童
の
代
表
３
名
が
リ
ー

ダ
ー
と
な
っ
て
答
え
合
わ
せ
を
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
万
年
荘
内
で
少
し
早
め
に
お

弁
当
を
食
べ
て
、
万
年
橋
か
ら
雪ゆ

き

輪わ

の
滝

ま
で
１
・
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
高
低
差
２
百

メ
ー
ト
ル
を
渓
谷
の
新
緑
、
出で

あ
い
な
め

合
滑
や
百
ひ
ゃ
く

岩い
わ

な
ど
の
渓
谷
美
を
楽
し
む
と
と
も
に
、

途
中
、
い
ろ
い
ろ
な
樹
木
や
植
物
な
ど
に

つ
い
て
学
習
し
な
が
ら
登
山
し
、
目
的
の

雪
輪
の
滝
に
到
着
す
る
と
前
日
の
雨
で
水

量
も
増
え
て
お
り
、
普
段
よ
り
雄
大
な
滝

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

下
山
途
中
に
は
、
林
道
端
で
見
つ
け
た

葉
っ
ぱ
を
使
っ
て
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム

「
葉
っ
ぱ
ジ
ャ
ン
ケ
ン(

葉
っ
ぱ
を
使
っ
て

ジ
ャ
ン
ケ
ン
遊
び
を
す
る
こ
と
で
、
葉
っ

ぱ
に
は
色
々
な
色
や
形
・
大
き
さ
な
ど
の

特
徴
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
ゲ
ー
ム)

」

を
行
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
児
童
達
か
ら
、「
い
ろ
い
ろ
な

ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
や
木
工
体
験
が
出
来

て
楽
し
か
っ
た
で
す
。
こ
の
美
し
い
滑
床

の
自
然
を
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
」
と
お
礼
の
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
学
校
か
ら
は
、「
普

段
、
学
校
で
は
体
験
で
き
な
い
活
動
を
通

じ
て
、
滑
床
の
自
然
の
美
し
さ
や
森も

り林
の

大
切
さ
を
知
っ
た
と
て
も
楽
し
い
一
日
と

な
り
ま
し
た
」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

当
セ
ン
タ
ー
と
し
て
も
、
今
回
の
体
験

が
児
童
の
樹
木
や
自
然
環
境
、
森
林
等
へ

の
興
味
や
理
解
に
つ
な
が
っ
た
も
の
と
考

え
ま
す
。

滑床渓谷、雪輪の滝（標高530メートル）まで登ったよ、
ハイ・ピース

緑
地
広
場
で
ネ
イ
チ
ャ
ー

ゲ
ー
ム
、
カ
モ
フ
ラ
ー
ジ
ュ

の
様
子

万
年
荘
内
で
自
由
製
作
の
様
子

万
年
荘
前
広
場
で
ネ
イ
チ
ャ
ー

ゲ
ー
ム
、
葉
っ
ぱ
ジ
ャ
ン
ケ
ン

の
様
子

滑
床
渓
谷
に
は
こ
ん
な
葉
っ
ぱ

が
あ
っ
た
よ
。

市
町
村
林
務
担
当
者
研
修
を
終
え
て

　

高
知
市
鏡
地
域
振
興
課

西
内
達
哉　

森
林
政
策
室
長

　

20
、
21
の
両
日
の
研
修
で
は
大
変
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。

　

ど
の
講
義
も
興
味
深
く
受
講
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

私
自
身
10
年
ぶ
り
に
森
林
行
政
に
戻
っ

て
き
た
の
で
す
が
、
忘
れ
て
い
る
こ
と
も

多
々
あ
る
中
で
今
回
の
研
修
を
受
講
で
き

た
こ
と
は
タ
イ
ミ
ン
グ
的
に
も
良
か
っ
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
研
修
で
特
に
感
じ
た
こ
と
は
、
森

林
管
理
局
の
方
々
は
国
有
林
を
適
切
に
管

理
・
経
営
を
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
高
知
市
に
も
市
有
林
は
あ
り
、
こ
れ
ま

で
間
伐
等
の
施
業
も
実
施
し
て
き
て
い
ま

す
が
、
伐
期
を
迎
え
た
市
有
林
を
今
後
ど

う
経
営
し
て
い
く
べ
き
か
・
・
・
望
ま
し

い
高
知
市
の
森
林
の
姿
を
ど
う
考
え
て
い

く
か
・
・
・
長
期
的
な
視
点
と
知
識
を
持

つ
必
要
性
を
感

じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
森
林

環
境
（
譲
与
）

税
・
森
林
経
営

管
理
法
に
基
づ

く
事
業
も
始
ま

り
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し

ま
す
。


